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のであって，乙のような統合の方法は多様になされうるばかりか，研究者個々の必須の作業である
( p.421)，と指摘している。(もう少し丁寧に，乙の諸理論の統合を目指す著者の見解を紹介する
必要性を感じないではないが，筆者の立場からして後述するように一定の距離をおいて受け止めた
いので，詳細は本書iζ譲らせていただく。)
本書の末尾では，実践家(経営者)に対して，次のような見解を示している。つまり，実践家は，
多忙であっても科学的理論を求めるべきであり，それらの皮相的理解に止まってはならない，と。
そして，そうした知的訓練に従事する乙とによって，次のような効用があると述べている(p.422，
なお原文(訳文)の表現を多少修正して表記した〉。
① 事象や状況の最も基本的な認識を拡げ高めることに役だっ。
② 意識的適用の必要性はやがて終わり，豊かな理解に基づく自発的行動が可能になる。
③ 各理論は，一連の鍛密な差異性をもっており，個人がそれらを単独では概念化できないもの
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だが，経験世界の自己の認識地図K統合する時，諸事象に対して敏感で，洗練された反応をと
らせる万向iζ作用する。
W 
本書の概要は，前述した通りであるが，ここで筆者は本書に対して若干論評しておきたい。まず，
本書の価値について， 2点指摘しよう。第一iC.，教育経営(わが国の慣用的な表現をすれば，教育
行政・学校経営)に関わる乙れまで影響力のあった諸理論について，著書の一貫した「理論と実践j
lζ関する見地に沿って的確にリヴューされており，初学者は言うまでもなく乙の分野の研究者一般
にも，樽益するところが多い作品といえる。とくにわが国の場合，研究者の間でも本書で扱われて
いる諸理論のうちの個別理論には通暁していたとしても，それが他の理論とどのような位置関係に
あるかを的確に把握しえている研究成果が概して少ないと思われる。したがって，本書から学びう
る点が，少なくないと思われる。
第二lζ，本書の類書にない際立った特徴と思われる「生徒の学習成果jにどうつながるのかとい
う論究は，先行研究の詳細なリヴューを踏まえて異体的に展開されており，従前のこの分野の研究
が往々軽視してきた課題lζ真正面から挑んでいる点を評価したい。(ただし，十分成功しているこ
とを意味しない。) 乙の点では，日々の学校での実践に近い事象を対象とする研究者や，自らその
責任を担っている実践家にとって，本書から大いに刺激を受ける乙とができると思われる。
と乙ろで，以上のような本書の価値を認めつつも，筆者は本書iζ対して，批判とまではいえない
のだが，不満ないし不備を率謹lζ指摘しておきたい。その第一は，著者の経験理論(科学〉の有用
性に対する一貫した楽観主義である。すなわち，著者の主張する研究姿勢や手法を堅持して教育経
営の研究や実践を蓄積していけば，ほぼ間違いなく教育経営の職務が専門職の地位に到達し，生徒
の学習成果に見るべき向上がもたらされうるかのごとき，楽観主義が認められる点である。換言す
れば，経営のノウ・ハウ論や技術論に還元される論調が強く，学校教育を含む教育事象が本質的に
抱えていると患われる因果的連関の説明・予測の困難性についての認識が，ほとんど示されていな
いのである。筆者のみるところ，やはり本書は，アメリ力的プラグマテイズムの枠を抜け出てはい
ないのである。(ただし，アメ 1)力的プラクゃマテイズムが，全て否定されるべきものと，筆者は考
えてはいないが。)
第二lζ，本書で取り上げられている12の倍々の理論が成立・展開してきた社会的・歴史的背景に
ついての考慮がほとんどなされておらず， しかも，近年関心が払われている社会科学における fパ
ラダイム転換Jが視野に入れられていない点が，筆者の不満とすると乙ろである。もちろん，本書
で取り上げられた12の理論が，それぞれ限定的意義をもっ乙とは著者の指摘通り筆者も基本的に認
めてよい。しかし，今や研究者の側で予め用意した概念枠や基準を，そのまま研究対象に当てはめ
合理的に説明しようとする研究姿勢や前提そのものが，間い直されつつある学界の状況からして，
やはり物足りなさは拭い難いのである。
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本稿を閉じるに当たって，次の2点、を付言しておきたい。一つは，本書の翻訳が厳格なまでに原
文に忠実で， しかもよく推敵されており，乙の種の学術書の訳業としては優れた部類に入ると思わ
れる点である。編訳者はじめ，訳者の方々の労を多としたい。もう一つは，本書の著者ポーラ・シ
ノレバー女史(本書刊行当時，イリノイ大学準教授)が，不幸にも 1987年比死去されたとの記事を，
米国発行の別の文献で知った乙とである。筆者は，著者と面識があるわけではないが，本書から学
ぶことが多かっただけに，著者の死去を心から惜しむものである。
〔追記〕
私事にわたって恐縮であるが，本書(訳書)が発行されて間もなく，筆者は編訳者のお一人青木
薫兵庫教育大学教授より本書を贈呈いただいた。もちろん，本書の内容が意味深く伍値があると判
断したからではあるが，併せて浅学の筆者に温かいご配慮をいただいた青木教授への御礼の思いを
含めて，本稿を執筆させていただいた。記して，感謝の意を表する次第である。
なお，本書を入手したいと思われる方のために，通常の書!苫等で購入が不可能ゆえ，購入申し込
み先を記しておく。
守 181東京都三鷹市下連雀 3-16-15-205株式会社コレーノレ社
TEL.0424-49-1278.郵便振替.東京 1-134055 <定価:4200円>
? ?? ?
